
記者会見冒頭の梶田隆章会長の挨拶 

 

 今回の総会において、声明「日本学術会議会員任命問題の解決を求めます」、及び「日本学術会議

のより良い役割発揮に向けて」の２件の提案について、承認いただき、先ほど井上大臣にもお届けし

てまいりました。 

 声明「日本学術会議会員任命問題の解決を求めます」については、日本学術会議会則に基づく「声

明」として発出するもので、６人の任命と任命しない理由を求めています。 

 「日本学術会議のより良い役割発揮に向けて」については、昨日及び本日の総会での御議論を踏ま

え、特殊法人に関する記載を修正いたしました。 

 昨日、今日と会員の皆様からいろいろとご意見を伺いましたが、皆様の想いとしては、日本と世界

の人々が新型コロナウイルス感染症により多大なる困難に直面する中、日本学術会議が切実な課題に

取り組みながらも、学術会議のあり方についての審議にも取り組まざるを得なかったことについて、

会員は、たいへん忸怩たる思いを抱いています。しかし、日本の社会と学術の未来にとっての重要性

に鑑み、誠心誠意議論を深めてこうして２つの文書として結実しました。 

 今後、私たちは引き続き日本学術会議の改革に取り組みつつ、日本の国民と世界の市民への責務に

応えて、重要課題の審議に積極的に取り組んで行きたいと考えております。 

 


